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​第1章　課題の設定​

​課題の作成方法：​

​1.​ ​サイトから「サイト情報」をクリックして、「ツールを管理」に行きます。​

​2.​ ​一般の一覧にあるレッスンにチェック入れて「続ける」ボタンをクリックしま​
​す。​
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​3.​ ​レッスンから「コンテンツを追加」をクリックします。​

​4.​ ​「学習アプリを追加」を選択します。​
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​5.​ ​該当のLTIツールを選択します。​

​課題の作成画面が表示されるので、情報を記入していきます。​
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​先ず課題のタイトルを記入します。​
​その下の「手順」に課題に関しての情報を記入します。学生に共有したい情報を書いて​
​ください。​

​課題テンプレートを除外する：​
​・事前に類似性から除外したい特定の文章を定義することができます。除外したい文章​
​が含まれるファイルをアップロードして利用できます。詳細なファイル要件は「テンプ​
​レートの要件」をクリックすると確認することができます。​
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​課題作成画面の右側から課題の開始や提出期限の日時を設定します。​
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​＊「フィードバック公表日」は講師が採点した結果やフィードバックの内容を学生に公​
​表する日時です。​

​日付設定の下に最高得点を入力します。​

​成績評価とフィードバックの設定​

​「Attach Rubric」から採点に利用するルーブリックを選択することができます。​

​ルーブリックを使って学生が提出したレポートや論文を効率良くかつ一貫性を保ちなが​
​ら採点ができます。​
​ルーブリックのタブを開くと今までに作成したルーブリックを選択できます。​

​7​



​新しいルーブリックを作成するには右上の「ルーブリックを作成」を選択してくださ​
​い。​

​ルーブリックの作成方法には、①エクセルなどで予め用意したルーブリックファイルを​
​インポートする方法と②新しいルーブリックを一から作成する方法の2つの方法があり​
​ます。​
​いずれかの方法を選択し、下の「次へ」を押してください。​
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​ファイルをインポートする場合、ファイルを真ん中「ドラッグ＆ドロップ」に持ってい​
​き、右下の「次へ」を押してください。​
​また、「ルーブリックのテンプレートをダウンロード」からルーブリックのフォーマッ​
​トに準拠したテンプレートをダウンロードすることができるので、参考にしてくださ​
​い。​
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​ルーブリックの各タイプについては「9」ページをご確認ください。​

​新しいルーブリックをFeedback Studioから直接作成する場合は「新しいルーブリック​
​を作成」を選んで、右下の「次へ」を押してください。​
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​ルーブリックの名前を記入し、4つのルーブリックタイプから選びます。​

​加重ルーブリック​​：バランスの取れた採点を目的に数値基準を使用するマトリクス式の​
​ルーブリック​

​定性的ルーブリック​​：形成的評価に最適な数値基準なしのマトリクス式のルーブリック​

​カスタムルーブリック​​：同一到達度内でも基準ごとに値を自由に変更できるマトリクス​
​形式のルーブリック​

​成績フォーム​​：簡単な点数と再利用可能なコメントで、素早く成績をつけられる評価リ​
​スト​
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​ルーブリックのタイプを選択すると、ルーブリックのオプションが表示されます。​
​ルーブリックの縦横の項目数を入力します。​
​加重ルーブリックを選ぶと、範囲内のスコアリングを有効化することもできます。​

​各基準に与える点数のウェイトを平等に設定したい場合、「等しい基準ウェイトを有効​
​化」を有効にしてください。​

​設定が終わりましたら、右下の「次へ」を押してください。​

​選択したルーブリックタイプを基にルーブリックを作成していきます。​
​●​ ​左側の基準では何に対して評価をするかを決めます。​
​●​ ​尺度では到達度を設定します。​
​●​ ​ポイントの割り当ては各尺度の「尺レベルのタイトル」から変更できます。​
​●​ ​「＋（プラス）」ボタンで項目を増やして、「ゴミ箱」ボタンで項目を削除しま​

​す。​
​●​ ​基準のタイトルをクリックすると、基準の名前を変更したり、ウェイトを調整し​

​たりできます。​

​設定が終わりましたら、右下の保存ボタンを押してください。​
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​範囲内のスコアリングを利用する場合、尺度の範囲を設定します。例：「期待を上回っ​
​た」 は90 〜 100点​
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​サンプルルーブリック​​：​

​ルーブリックマネージャーから既存のルーブリックを編集することができます。​
​ルーブリックのタブのなかの「ルーブリックマネージャーを起動する」ボタンを選択し​
​てください。​
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​「自分のルーブリック」では今まで作成したルーブリックが表示されます。ルーブリッ​
​クに星マークを付けることで、お気に入り登録ができます。​
​「スター付き」からお気に入りのルーブリックのみ表示させます。​

​ルーブリックの右側にある縦の3点リーダーを押すと、下図のように様々な設定を行う​
​ことができます。​
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​●​ ​スターをつける：お気に入り登録​
​●​ ​複製：選択したルーブリックを複製​
​●​ ​ダウンロード：作成したルーブリックをファイルとしてコンピューターにダウン​

​ロードする​
​●​ ​編集：ルーブリックの設定内容を編集する​
​●​ ​名前を変更：ルーブリックの名前を変更する​
​●​ ​アーカイブ：使わなくなったルーブリックをアーカイブする。アーカイブした​

​ルーブリックは「アーカイブ済み」に移動します。そこから復元することもでき​
​ます。​

​自分で作成したルーブリックの他、教育機関に所属しているユーザー全員が利用できる​
​ルーブリックやTurnitinが用意したルーブリックを利用することもできます。​
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​「匿名採点で学生の詳細を非表示」にチェックを入れると提出した学生の名前が「提出​
​リスト」から見られないようにできます。​

​提出リストを確認すると、学生の名前ではなく、「学生 1」と表示されます。​
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​期限後の提出を許可にチェックを入れると、一度も提出していない学生は提出期限後に​
​遅れて提出できるようになります。​

​提出期限当日まで再提出を許可するにチェックを入れると、学生は提出期限まで再提出​
​ができるようになります。＊24時間の間に再提出ができる頻度は3回までです。​

​あらゆるファイル形式の提出を許可するが選択されている場合、学生はどの形式でも​
​ファイルを提出できます。ただし、一部のファイルの種類では類似性レポートやその他​
​のレポートが生成されません。​

​レポートの設定​

​18​



​学生に対して類似性レポートの閲覧を許可する：学生が類似性スコアとレポートにアク​
​セスできるかどうかを選択します。個別のレポートを再送信する場合、1日あたり3件​
​までのレポートを共有できます。​
​AIライティング検知が利用可能な場合、現在、学生向けのバージョンは提供されていま​
​せん。​

​レポートを生成：類似性レポートを生成するタイミングを選択します。​
​●​ ​提出時​
​●​ ​提出期限​

​レポートの保存先：学生が提出した提出物を今後の比較対象にするかを選択します。​
​●​ ​機関レポートリポジトリ：学生が提出したレポートは学生が所属する機関専用の​

​リポジトリに保管されます。Turnitinを利用している機関内のレポートと比較照​
​合されます。​

​●​ ​標準レポートリポジトリ：Turnitin データベースに取り込み、Turnitinを利用して​
​いる他機関のレポートと比較照合されます。​
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​●​ ​提出済みのレポートは保存しないでください：Turnitin データベースに取り込ま​
​れず、今後の比較対象になりません。​

​比較対象：学生が提出した提出物をどのコンテンツと比較するかを選択します。​
​●​ ​標準レポートリポジトリ：Turnitinを利用している他機関のレポートと比較しま​

​す。​
​●​ ​機関レポートリポジトリ：Turnitinを利用している機関内のレポートと比較しま​

​す。​
​●​ ​インターネットコンテンツ​
​●​ ​定期刊行物、ジャーナル、出版物​

​除外事項：特定の一致を除外するかを選択します。​
​●​ ​参考文献を除外​
​●​ ​直接引用文を除外​
​●​ ​次の条件より短い一致を除外する：（小さな一致で除外されるのは8～250語の​

​みです。）​

​Translated Matching：こちらは英語以外の提出物に対して利用できる機能です。こちら​
​を有効にした場合、提出物の文章を英訳して、その英訳した内容がTurnitinデータベー​
​ス内の英語コンテンツと類似がないかを確認します。​

​●​ ​Translated Matchingを有効にする​

​設定が終わりましたら、最後に「課題を保存」を押します。​
​コース画面から課題のタイトルを選択すると、再度Feedback Studioの画面に移動しま​
​す。​

​Feedback Studioの課題に再度アクセスすると学生が課題を提出したかの確認できま​
​す。提出した場合は学生の名前や類似性スコアが表示されます。​
​提出方法については学生向けのマニュアルをご確認ください。​

​課題の詳細から学生の提出物を確認したり、課題を編集したりできます。​
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​課題の編集は右側の「編集」から行います。​

​隣の「詳細を表示」を押すと、課題内容を詳細に確認できます。​

​学生の提出方法は「​​学生マニュアル​​」の「2」ページをご確認ください。​
​学生の代わりに提出する場合は右側の「さらに表示」の下にある縦の3点リーダーをク​
​リックして、「ファイルを提出」を選択してください。​
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​特定の学生に提出期限の延長を許可したい場合は同じ3点リーダーから「延長を許可」​
​を選択してください。​

​学生が提出を終えると、類似性と＊AIライティング（有料のアドオン機能）の結果が表​
​示されます。​
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​提出物のタイトル、類似性スコアまたはAIライティングのスコアをクリックすると、詳​
​細なレポートが開きます。詳細につきましては「33」ページをご確認ください。​

​レポートの生成を再度実行させたい場合は右側にある「​ ​」のアイコンをクリック​
​してください。​

​隣の「ダウンロード」を押すと、提出一覧のCSVファイル、各種のレポートや提出物​
​を一括でダウンロードすることができます。​
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​提出物がある状態で「さらに表示」に表示されている縦の3点リーダーをクリックする​
​とその他のオプションが表示されます。​

​報告IDをコピー：各レポートに付与される一意なID番号。特定のレポートに対してサ​
​ポートチームに連絡いただくとこちらのID番号が求められる場合があります。​

​削除をリクエスト：レポートをリポジトリから削除する場合、管理者の許可が必要なの​
​で、こちらから削除を依頼します。削除の理由を選び「I understand that deleted​
​submissions can’t be recovered (削除された提出物を取り戻すことはできません）」に​
​チェックを入れてから「Request Permanent Deletion」を押してください。管理者がそ​
​の削除リクエストを承認すると、レポートは完全に削除されます。​
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​第2章　Turnitinレポート​

​レポートを開くと各種の検出情報を確認することができます。​
​ページのトップにある複数のタブから確認したい情報を選択します。​

​類似性：文章がデータベースのコンテンツと類似がないかの情報​
​AIライティング：AIで生成された可能性がある文章がないかの情報​
​フラッグ：隠しテキストや置き換えられた文字が含まれていないかの情報​

​フィードバックと採点機能は隣のタブからアクセスできます。​
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​類似性レポート​

​ハイライトされた一致は、テキストの類似性を示すもので、必ずしも剽窃を示すもので​
​はありません。一致する部分は引用もあれば、参考文献に記載されている引用もありま​
​す。弊社は、それぞれの一致についてできるだけ多くの情報を提供し、その正当性を評​
​価する手助けをすることを目指しています。​

​全体的な類似性​
​全体的な類似性は、提出物のテキストがデータベースのソースとどれだけ一致するかを​
​示すパーセンテージです。このパーセンテージは、一致する単語の数を文書内の単語の​
​総数で割ることによって計算されます。​

​検索対象​
​提出物に対して（少なくとも20単語以上）類似性レポートが生成されます。類似性レ​
​ポートには選択された検索対象、またはデータベースに対して提出されたテキストを比​
​較した結果を確認できます。​

​データベースには以下が含まれます：​

​●​ ​学生データベース：Turnitinを利用している他機関のレポート​
​●​ ​機関データベース：Turnitinを利用している機関内のレポート​
​●​ ​インターネットのコンテンツ​
​●​ ​新聞、雑誌および出版物​

​検出された一致の詳細は類似性レポートから確認できます。​
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​類似箇所は色でハイライトされます。また、類似箇所に数字も割り当てるようになって​
​いて、右側のソース一覧からその類似箇所の元ソースを確認することができます。​

​1行目に表示されているのは、上位一致ソースとして検知されたソース番号 、(こちら​
​の番号は文書中の一致が検知されたテキストの隣にも表示されます)​
​ソースのタイプは隣に記載されています。例：インターネット​
​2行目には、ソース先の名前と一致率が表示されます。​
​3行目には、そのソースに検知されたテキストの箇所数と合計の単語数が表示されま​
​す。​
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​各ソースをクリックすると、ソース元に記載されている類似箇所が表示されます。​

​リンク先をクリックすると、ソース元のページが開きます。​
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​同教育機関内で提出された学生レポートの一致の詳細は、管理者設定によって非表示に​
​なっている場合があります。​

​表示される場合：​

​表示されない場合：​
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​他の教育機関で提出された学生レポートの一致の詳細は、管理者設定に関係なく確認で​
​きません。​
​「他のソースを表示」をクリックすると、（一部）同じ類似箇所が見つかった他のソー​
​スが確認できます。​

​特定のソースを類似性チェックから外したい場合は「​ ​」をクリックしてください。​
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​ソースではなく特定の類似箇所を類似性チェックから外したい場合は「一致を除外」ま​
​たはハイライトされている文章上の「このテキストを除外」から行なってください。​

​除外項目が適用されると、全体の類似性の真下に除外項目の数が表示されます。「除外​
​→」を選択すると、除外項目のリストが表示されます。​

​このリストから、「​ ​」のアイコンを選択することで、除外された項目を元に戻すこ​
​とができます。全ての除外項目を一括で元に戻したい場合は、「すべてのソースを含め​
​る」を選択してください。​
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​その他の機能​
​重複したソースも含む、全てのソースを一覧から表示させる場合は、「重複ソースを表​
​示する」を有効に切り替えてください。​

​フィルター​
​フィルター機能を使うことで、特定の文章を類似性チェックから除外することできま​
​す。​
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​「答案の比較対象」から除外したいソースタイプを変更できます。​

​「除外フィルタ」から除外できる文章は以下の通りです：​
​●​ ​参考文献を除外​
​●​ ​直接引用文の除外​
​●​ ​引用テキストの除外​
​●​ ​小さな一致の除外：語数を入力します（小さな一致で除外されるのは8～250語​

​のみです。）​
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​一致グループ（英文のレポートのみに対応）​
​一致グループは、ハイライトされた一致箇所を、引用符と引用の明記の有無に基づいて​
​4つのカテゴリーに分類します。カテゴリー分けにすることにより、共通している一致​
​箇所がより特定しやくなり、問題がある一致なのかそうでないのかをより早く特定する​
​ことができます。​

​ハイライトの色と基準​
​一致するテキストはそれぞれのカテゴリーに該当する色でハイライトされます。各一致​
​グループの色と基準は次のとおりです：​

​　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：​​引用符がなく、引用も明記されていない一​
​致​

​　　　　　　　　　：引用符がついていない一致​

​　　　　　　　　　　：引用が明記されていない一致　　​

​　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：​​引用符および出典の明記もある一致​
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​こちらは出典が明記されていない一致の例です。​
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​第3章　AIライティング検知機能​
​提出物全体のなかでAIによって生成されたと予測した文章をハイライトで示し、その割​
​合をパーセンテージで表示します。対応言語は日本語、英語とスペイン語です。​

​AIライティング検知機能の​​詳細について、こちらをご確認ください：​
​https://www.turnitin.com/ja/ai-writing​
​TurnitinのAIライティング検知機能に関するFAQ​
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​AIによって生成された可能性のある文章が青色または紫色のハイライトされます。​
​それぞれの色について説明が記されています。​

​内訳に表示されている色、または説明をクリックすると、検知された箇所に移動できま​
​す。​

​「AIによって言い換えられたAI生成テキスト」として検知できるのは​​英文​​のみです。​
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​日本語の文章の場合：​
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​右側からAIライティング検知機能に関するリソースやカイドにアクセスできます。​

​AIライティング検知機能の免責事項は「免責事項を表示」から確認できます。​
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​AIライティング検知の処理を正常に行うために提出物は以下の要件を満たしている必要​
​があります。​

​-​ ​ファイルサイズが100MB未満であること​
​-​ ​ファイルには、長文で300単語以上の散文であること​
​-​ ​ファイルは3万単語以内であること​
​-​ ​ファイルは英語で書かれていること​
​-​ ​使用可能なファイル形式：.docx, .pdf, .txt, .rtf​

​日本語の文章の場合、以下の要件を満たしている必要があります。​

​-​ ​ファイルサイズが100MB未満である​
​-​ ​ファイルには350文字以上の長文形式の散文テキストが含まれている​
​-​ ​ファイルは55,000文字を超えないこと​
​-​ ​有効なファイルタイプ：.docx、.pdf、.txt、.rtf​
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​第4章　フラッグ​

​システムのアルゴリズムを使って、テキストに（文書中に）通常の投稿とは異なる操作​
​がないか、ドキュメントが詳細に調査されます。通常の投稿とは異なる不審な点があっ​
​た場合は、レビューできるようにフラグを立てます。例：隠しテキストや置換文字。置​
​換（置き換えられた）文字の検知は​​日本語の文章には対応していません。​
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​「詳細」から検知した内容について詳しく確認できます。​
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​第5章　フィードバック​

​提出物に直接フィードバックやコメントを残すことができます。好きな場所をマウスで​
​クリックすると、注釈ツールが表示されます。​

​真ん中の吹き出しマークを選択すると右側にコメントが残せるテキストボックスが現れ​
​ます。​

​こちらに内容を書いて、「作成」ボタンで保存します。​

​44​



​色を変えることでコメントを重要度別やジャンル別で分けることができます。​
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​コメントをピン留めして、「フィードバックの要約」から確認できます。​
​フィードバックの要約については「51」ページを確認してください。​

​コメントを残した後も編集等を行えます。​

​インラインコメント​

​注釈ツールを開いて右側の「Text」を選ぶとレポート上に直接フィードバックやコメン​
​トを書くことができます（インラインコメント）。​
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​取り消し線​
​文章を選択した状態で注釈ツールを表示させると、取り消し線を付けることができま​
​す。​

​QuickMark​
​フィードバックをテンプレートとして保存し、今後も使えるように、QuickMarkに変換​
​することができます。​
​「QuickMarkに変換」にチェックを入れ、QuickMarkのタイトルの入力とどのセットに​
​登録するかを選択してください。​
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​作成後にQuickMarkを利用したい場合は、注釈ツールにある右側のアイコンをクリック​
​して、ドラッグ＆ドロップ形式で利用するQuickMarkを好きな場所に置いてください。​
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​画面上の「フィードバック」のタブからQuickMarkの管理ができます。​
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​歯車のアイコンからQuickMarkやセットの追加を行います。​
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​右側の「QuickMarkセットを作成」から新しいセットとQuickMarkを作成します。​

​QuickMark セットの作成方法は2つありまして、①エクセルなどで予め用意した​
​QuickMark セットのファイルをインポートする方法と②新しいQuickMark セットを一​
​から作成する方法です。​
​いずれかの方法を選択し、下の「次へ」を押してください。​

​ファイルをインポートする場合、ファイルを真ん中「ドラッグ＆ドロップ」に持ってい​
​き、右下の「次へ」を押してください。​
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​また、「QuickMark セットのテンプレートをダウンロード」からQuickMarkのフォー​
​マットに準拠したテンプレートをダウンロードすることができるので、参考にしてくだ​
​さい。​

​新しいQuickMark セットをFeedback Studioから直接作成する場合は「新しい​
​QuickMarkを作成」を選んでください。タイトルを記入する欄が表示されるので、セッ​
​トの名前を入力してください。その後「次へ」を押してください。​

​新しいQuickMarkを追加する画面に遷移されるので、画面の真ん中もしくは右上の「＋​
​QuickMarkを作成」を押してください。​

​QuickMarkのタイトルと説明を記入して、任意で色を選んでください。最後に「作成」​
​ボタンを押してください。​
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​作成したQuickMarkセットは「自分のセット」から確認できます。​

​セットに再度アクセスすると、今まで登録したQuickMarkの確認したり、QuickMarkの​
​追加や編集も行えます。​
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​縦の3点リーダーから特定のQuickMarkの編集や別のセットに追加することができま​
​す。​
​不要なQuickMarkがありましたら、アーカイブできます。​

​セットに星マークを付けることで、お気に入り登録ができます。​
​「スター付き」からお気に入りのセットのみ表示させます。​

​セットの右側にある縦の3点リーダーを押すと、下図のように様々な設定を行うことが​
​できます。​
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​●​ ​このセットを有効にする：選択したセットが類似性レポートに反映される​
​●​ ​スターを付ける：セットをお気に入りに登録する（解除する場合はスターを削除​

​を選択）​
​●​ ​名前を変更：セットの名前を変更​
​●​ ​ダウンロード：作成したセットをファイルとしてコンピューターにダウンロード​

​する​
​●​ ​名前を変更：セットの名前を変更する​
​●​ ​削除：使わなくなったセットを削除する​

​注意：削除はセットの中に含まれているQuickMarkを全て消さないと行えません。​
​セットに移動して、アーカイブしてからセットを削除してください。​
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​自分で作成したセットの他、教育機関に所属しているユーザー全員が利用できるセット​
​やTurnitinが用意したセットを利用することもできます。​
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​「要約」からレポート全体のフィードバックを残すことができます。​

​またピン留めしたコメントやQuickMarkの一覧もこちらから確認できます。​
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​採点​
​類似性レポートの右上の「成績」に数字を入力すると、点数が登録されます。​

​Feedback Studioでは「ルーブリック」を利用して一貫性のある採点ができます。ま​
​た、学生は課題に対してどのように評価されるのかを明確に知ることができ、学びにも​
​役立つ効果がルーブリックにはあります。​

​ルーブリックを利用するには「採点」タブを選択してください。​

​ルーブリックの作成方法につきましては「6」ページをご確認ください。​
​課題作成で選択したルーブリックが表示されます。ルーブリックを変更する場合は課題​
​の編集画面から行ってください。​
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​こちらは「加重ルーブリック」の例です。​
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​採点をする際は青いボールを左右に動かしながら、該当する点数を選んでください。​

​採点を終えると合計の点数が計算されるので、最後に「成績に適用」ボタンを押せば​
​「成績」に反映されます。​
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​新しいウィンドウで開くボタンをクリックすると別画面が開き、ルーブリックの内容を​
​確認しながら採点ができます。​
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​第6章　その他​

​ダウンロード​

​類似性レポートやAIライティングのレポートをPDFとして出力することができます。​

​画面の右上のある「​ ​」のアイコンをクリックすると、各種レポートをダウンロード​
​することができます。​

​こちらは類似性レポートの例です。​
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​レポートの詳細​

​画面の右上のある「​ ​」のアイコンをクリックすると提出物の詳細を確認できます。​
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​ガイドページ​

​画面の右上のある「​ ​」のアイコンをクリックするとガイドページにアクセスできま​
​す。​
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